












































































































































作用方向 初期レベル 1次レベル 2次レベル
Outside-In 記　　憶 認　　知 集中思考




















































































































































































岐阜市内の学習塾 Aに在籍し，「標準レベル学力テスト」を 1回以上受験した小学生（4～ 6年，




























































































































































































































































































各 5講座）において「ポスタープレゼン方式活用学習授業」を実践した。対象学年は中学 1～ 3年で
























あった（英語 11〔Be動詞〕，地理 11〔世界の国々〕，歴史 12〔飛鳥・奈良時代〕，理科 21〔化学変化
と原子・分子〕など）。つまり，ポスタープレゼン方式活用学習で精緻化が促され，交流することで
Table5　教育実践の習熟度効果（事後テスト－事前テスト）
教　科 講座名 平均点の差 受検者数 P値
英語 11［1年①］ 7.50 10 .006
＊＊
12［1年②］ 15.40 10 .014
＊
21［2年①］ 11.07 12 .018
＊
22［2年②］ 4.68 11 .012
＊
31［3年①］ 9.80 5 .212
数学 11［1年①］ 9.00 11 .027
＊
12［1年②］ 13.00 11 .104
21［2年①］ 5.36 14 .087
22［2年②］ 7.93 14 .051
31［3年①］ 14.60 5 .262
国語 11［文学①］ 9.88 8 .027
＊
12［説明②］ 7.11 9 .196
21［文学①］ 2.25 8 .654
22［説明②］ 11.75 8 .007
＊＊
31［古文①］ 4.40 5 .564
地理 11［1年①］ 8.63 19 .000
＊＊＊
歴史 12［1年②］ 9.05 20 .000
＊＊＊
地理 21［2年①］ 10.25 19 .000
＊＊＊
歴史 22［2年②］ 9.00 20 .003
＊＊
公民 31［3年①］ 15.00 4 .006
＊＊
理科 11［1年物化］ 0.00 7 1.00
12［1年生地］ 5.83 6 .011
＊
21［2年物化］ 12.75 12 .005
＊＊
22［2分生地］ 11.25 12 .012
＊
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111活用学習における学習方略プログラムの開発研究（綾部・田中）
【付　録】
メタ認知共通方略尺度　《9項目》
01．集中力が切れたりやる気が下がったりするとなかなかもとにもどれない
02．わからないときに質問できる先生や教えあいができる友だちがいる
03．やるべきことの優先順位をノートなどに記録してチェックしている
04．勉強机や勉強道具はいつでも使えるように整理整とんされていない
05．わからない問題やまちがえた問題に印（マーク）をつけて復習している
06．このまま勉強していけば目標を達成することができると思う
07．テストで失敗しても，勉強のやり方や計画を変えていない
08．やる気がわかなくても気もちを切りかえて集中して勉強にとりくんでいる。
09．困ったときに解決するためのヒントや手がかりを探す方法がある
学習方略尺度〔国語〕《12項目》
01．テストで失敗しても，そのわけをかんがえて勉強のしかたをかえていない
02．大切なことばや表現をくりかえし声に出して覚えている
03．「本や新聞を読む」「文章や作文を書く」などの習慣や環境はない
04．説明文では，段落の要旨や筆者の考えを自分のことばでいいかえている
05．目標を達成するために，やることややり方を工夫してテストにとりくんでいる
06．気ぶんがのらないときは集中できずにだらだらと勉強している
07．場面の位置づけや段落の組みたてを図や表で整理している
08．文章中からキーワードやポイントを選び出して問題を解いている
09．登場人物や場面のようすをイメージしながら物語文を読んでいる
10．こうすればできると思う方法で，やる気をもって勉強している
11．漢字，文法，ことわざ・慣用句はそれぞれべつべつに勉強している
12．漢字や語句を覚えるときに，それを見ながらくりかえし書いて覚えている
学習方略尺度〔数学〕《12項目》
01．テストで失敗しても，そのわけを考えて勉強のしかたをかえていない
02．計算問題は途中の式を自分の力でノートに書いてくりかえし解いている
03．わからないことや困ったことがあっても解決する方法がわからない
04．なぜそうなるかをはっきりさせて，やり方や公式（きまり）を覚えている
05．目標を達成するために自分で必要な問題を選んで勉強している
06．気ぶんがのらないときは集中できずにだらだらと勉強している
07．問題のパターンや解き方の流れを図や表に整理して覚えている
08．応用問題を解くときは図表やグラフに書き表しながら解いている
09．なぜそうなるかかんがえるよりも問題のパターンや解き方の手順を先に覚えている
10．こうすればできると思う方法で，やる気をもって勉強している
11．計算，文章題，式とグラフ，図形と表はそれぞれべつべつに勉強している
12．例題や解答解説（こたえ）を見ながら，練習問題を解いている
学習方略尺度〔英語〕《12項目》
01．テストで失敗しても，そのわけを考えて勉強のしかたをかえていない
02．単語や英文をくりかえし声に出して覚えている
03．わからないことや困ったことがあっても解決する手だてや方法がない
04．英語の文章を読むときは内容を推測しながら読んでいる
05．目標を達成できるように，身につけたい分野や単元を選んで勉強している
06．気ぶんがのらないときは集中できずにだらだらと勉強している
07．教科書やテキストの英文は，ノートに和訳，単語，文法を整理してまとめている
08．「話す」「聞く」「書く」「読む」など英語の力を高める習慣や環境がある
09．英語の文法（きまり）や語形変化のルールがあいまいなままに覚えている
10．こうすればできると思う方法で，やる気をもって勉強している
11．単語や文法，英文読解（文章の読みとり）はそれぞれべつべつに勉強している
12．覚えたい単語や英文をかくさずに，それを見ながら記憶して（おぼえて）いる
